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減損損失の計上及び2019年９月期通期連結業績予想の修正 

並びに2019年９月期の期末配当予想に関するお知らせ 

 

 当社は、2019年９月期第３四半期の連結決算（国際会計基準、以下IFRSという）において、減

損損失を計上いたしました。それを踏まえ、2018年10月30日に公表いたしました2019年９月期通

期連結業績予想の修正、並びにこれまで未定としておりました2019年９月期期末配当予想につい

て、下記の通りお知らせいたします。 

 
 

記 

 
 

１．減損損失計上の背景及び内容 

2016年10月に連結子会社化いたしましたLion Digital Global LTD（以下、Lion社という）

の事業計画を見直した結果、Lion社が主に事業展開している、急成長中の東南アジアのデジ

タル広告市場における競争激化を背景に、買収当初に見込んでいた事業計画を下回って推移

する見通しとなっております。 

当社は、IFRSに基づく減損テストを実施し、将来の回収可能性を検討した結果、2019年９

月期第３四半期決算において、買収時に認識したのれん及び事業用資産の減損損失 1,812百

万円*を計上することとなりました。減損損失の内訳といたしましては、のれんが1,790百万

円、その他の事業用資産が23百万円となっております。 
 

 

２．今後の見通し 

当社は、2019年９月期第３四半期の連結決算（IFRS）において、減損損失1,812百万円*を

計上いたしました。 

 

今後のネットマーケティング事業における海外展開につきましては、2016年11月８日に発

表いたしました中期経営方針のとおり、引き続き「広告事業をグローバルに伸ばす」の基本

方針を掲げ、すでに展開しておりますアジア圏における顧客開拓を積極化することにより、

海外収益の安定的な成長を目指してまいります。 

 

今回の対象会社であるLion社におきましては、2019年７月より現地のCEO含め、経営陣を

刷新しております。また、現在東南アジア６ヵ国に展開しておりますが、今後は拠点の選択

と集中を進め、短期でのグループに対する収益貢献を目指してまいります。中長期的には、

東南アジアにおけるデジタルマーケティングのリーディングカンパニーを目指すべく、立て

直しを図ってまいります。 
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*外貨建金額×期中平均為替相場（AR）で計算されるため、2019年９月末までの為替変動により、 

変動する可能性があります。 

 

 

３．2019年９月期 通期連結業績予想数値の修正（2018年10月１日～2019年９月30日） 

 収益 
Non-GAAP 
営業利益 

親会社の所有者に 

帰属する当期利益 
基本的１株当たり 

当期利益 

前回発表予想(A） 
百万円   

17,200 

百万円   

2,000 

百万円   

1,300 

円  銭 

10.28 

今回発表予想(B） 17,200 2,000 -734 -5.81 

増減額（B-A） ― ― -2,034  

増減率（％） ― ― ―  

（参考）前期実績 
（2018年９月期通期） 

15,272 1,011 847 6.71 

 
 
４．修正の理由 

上記の減損損失計上の影響により、2019年９月期通期連結決算の親会社の所有者に帰属す

る当期利益は-734百万円となる見込みであります。なお、Lion社の立て直しに向けた構造改

革費用が当第４四半期連結会計期間に計上される見込みから、Non-GAAP営業利益の進捗は好

調の一方で予想数値には変更はありません。 

 

 

５．2019年９月期配当予想 

 年間配当金（円） 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

前回発表予想 ― ― ― ― ― 

今回発表予想    2.00 2.00 

当 期 実 績 ― ― ―   

前期実績 
（2018年９月期） 

― ― ― 2.00 2.00 

 

 

６．配当予想公表の理由 

 

通期連結業績予想の修正（親会社の所有者に帰属する当期利益）に基づき、期末配当予想 

につきまして、併せて公表いたします。 

当社の利益配当に関する基本方針においては、連結配当性向15％程度を目安としつつ、原 

則として１株当たり年間配当金の下限を２円と設定しております。 

前述の減損損失の計上に伴う親会社の所有者に帰属する当期利益の落ち込みは一時的であ

り、かつ資金流出を伴わないものであると認識しております。 
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＜ご注意＞ 

上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な 

要素を含んでおります。実際の業績は、様々な要因により上記予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 

 

 

■本件に関するお問合せ先 

経営企画部 ＩＲ課  TEL：03-6857-7258 


